




要約:退院時の聴性脳幹反応(ABR)にて異常なく後日難聴と診断された児を 7例経験した。

低出生体重児はなく、全例重篤な呼吸障害のため人工換気が行われており、新生児遷延性

肺高血圧症(PPHN)例が 5例含まれていた。身体的発育、運動発達は 1例を除き正常で、聴

覚障害は全例両側性であった。重症呼吸障害児のフォローアップ時には聴覚検査を繰り返

し行なう必要がある。


